
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 「探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業」推進指定校 

世羅町立甲山中学校区 

 
【児童・生徒のアンケートより】 
・自発性の高まりに関する項目の肯定的評価 
 ９４％ 
・コミュニケーション能力の高まりに関する 
項目の肯定的評価 
９５％ 

【教師アンケートより】 
・探究の過程を意識した指導をしているかに関する
項目の肯定的評価 

 ９６％ 
・資質・能力の育成を意識した指導をしているかに
関する項目の肯定的評価 

 ８８％ 
 
教師が探究の過程を意識して授業改善を行った結
果、児童・生徒が探究のサイクルを意識して学習を
進めていく力が高まった。 
必然性のあるコミュニケーションの場を設定した
ことが、コミュニケーションの能力の育成につなが
っていると考えられる。 

 

 

★自発性の育成 

・発達段階に応じた計画シートの作成 

低学年は教師と一緒に 

 

高学年以降はグループで 

中学生はグループ・個人で 

指導方針「信頼して、任せて、待って、支える」 

本質的な問い「世羅をもっと にするためには？」 

「持続可能な社会の形成者」として地域社会で活躍する人材

の育成

児童生徒に育成したい資質・能力 

①自発性 

 発達段階に応じた「計画シート」の作成 

 ⇒学習の見通しや、臨機応変な計画変更 

②コミュニケーション能力 

 必然性を持たせた上での「話す場」の設定 

 ⇒町内外有識者等の外部とつながる機会 

教師が高めたい資質・能力 

①単元を構想する力 

・質の高い「問い」を設定する力 

・探究の過程を意識して指導する力 

②学びをファシリテートする力 

・目標を共有し、一緒に考える 

・問いかけにより思考を促す 

単元開発と実践 

□新たな「経験単元」の開発と実践 

□校種間の実践交流や研修会の充実 

資質・能力の評価 

ルーブリックについての協議・改善 

(イラスト入り、子どものわかる言葉) 

 
 

地域を知る 

小学校低学年 

地域に発信・提案する 

自ら地域に提案・参加・貢献する 

小学校高学年 

中学校 

自律的に課題を発見し、解決していく 

世羅町に貢献する！ 世羅町の発展に努める！ 

                           ★単元開発のポイント 

 

★経験単元の捉え                   

 

活動を中心に 

 

 

 

 

 

 

 
①子ども達の思いや願い 

③他教科・学校行事との関連 

②外部人材の活用 

④実社会・地域への還元 

 

ルーブリックの作成（自発性・コミュニケーション能力） 

・改善を重ね、教師にも子供にも使いやすい形に！ 

・目指す姿が明確になるように！ 

・イラストを使って分かりやすく！ 

・発達段階ごとに整理！ 

 （前学年のA評価が次学年のB評価に） 

 

 

★オンラインによる定期的な研究会議 ★他校の校内授業研修会に参加 ★単元の配列・系統性の整理 

★校内授業研修会での研究協議の視点の統一 

・本時のめあて、目指す児童・生徒の姿 ・言葉、つぶやき、表現物、空気 ・第一発言者 

・変容（やる気が芽生えた瞬間など）   ・子供同士の会話（この子の発言は、誰の影響を受けているのか） 

 

高等学校 

①子ども達の思いや願いをスタートに！ 

②外部人材の積極的な活用 

③カリキュラムマネジメントによる他教科・学校行事との関連 

④実社会・地域へと学習成果を還元する場の設定 

児童・生徒

の興味関心 

興味・関心に 

基づいた活動 

成果 

資質・能力の育成 

途中で壁や障害にぶつかる 

★コミュニケーション能力の育成 

 

・国語科と関連付けて整理 

「話すこと」「聞くこと」「話し合うこと」 

 

・必然性のあるコミュニケーションの場の設定 

 

 

 

 

資質・能力の育成に向けて 

 

評価の工夫 

 

探究的な学習の推進を通して 

 

小中連携 

 

★１つの解のない問いを扱う。 

★実生活・実社会の問いについて考える。 

★社会に還元できる課題にする。 

 

PBLの視点 



 

  

整理・分析 まとめ・表現 
課題設定 情報収集 

・子供の願いを大切にした課題設定 
・子供の心に火をつける 

・手段を選択しながらの情報収集 
・必然性のあるコミュニケーション 
・外部人材の活用 

・視点を明確にした整理・分析 ・実社会・地域への還元 

せらのすごい野菜を自分たちで育てようプロジェクト！（第2学年） 

小
学
校
低
学
年 

小
学
校
高
学
年 

中
学
校 

福祉プロジェクト～世羅町の高齢者を元気にしよう～（第1学年） 

アスパラガスの廃棄量削減プロジェクト！（第５学年） 


